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3. 中高生の規範意識についての多変量解析による考察

1 分析の観点と手法

静岡大学教育学部教授

馬居 政幸

青少年の規範意識の低下が指摘されて久しい。しかし、 その実態についてどこまで明らかになっているか。

日常の様々な場面で出会った常識外れの言動への憤りや、 旧来の常識では理解できない事件の報道に対する

やりきれない思いの反映のレベルに止まっていないだろうか。

いつの時代も若者は年長の世代から批判の対象とされてきた。 そのことと、 現在言われる規範意識の低下

の問題はどこが異なるのか。

本調査はこのような疑問に答えるために、 多変量解析による分析を試みた。

通常の調査では、 知りたい内容を質問文にして、 その回答結果を集計することから傾向を分析する手法が

とられることが多い。 それに対して 、 さまざまな場面における回答者の選択傾向を相互に比較しながら、 そ

の個々の回答の背後にある意識や行動の全体構造を明らかにするための分析手法として考案されたのが多変

駄解析である。 特に、 数母化皿類と名付けられる分析手法は、 価値意識の構造や行動類型を析出するうえで

優れた方法として用いられる。 具体的には、 日常誰もが出会うと思われる場面を数多く設定し 、 それぞれの

場面で二者択ーの選択肢を用意して回答を求める。 その選択した結果を 、 コンピュータを用いて個々別々で

はなく、 全体として総合的に分析することから、 調査対象者全体の意識や行動の隠れた傾向や構造を浮き彫

りにする。

本調査では、 このような多変量解析（数量化m類）による分析を用いて、 中・高校生の規範意識の構造や

行動類型を析出することから、 冒頭の疑問に答えることができると考え、 そのための質問を用意した。 それ

が、 中・商校生用の調査票問12にある18項目にわたる二者択一の問いである。 各問いの内容や集計結果に

ついては、 本報告書の46ページから49ページを参照いただきたい。 ここでは、 問12の結果に対する多変量

解析の分析過程とその結果明らかになった傾向をできるだけ主観を交えず、 評価することなく紹介したい。

その理由は、 青少年のみでなく、 規範意識に代表される価値意識やそれに基づく行動様式というのは、 世代

や文化や時代によって大きく異なるからである。 ある人にとっては問題としてとらえられることでも、 別の

人からみれば当然とされることも多い。 まして 、 現在の日本の社会は、 現状の転換の必要性においては同意

されても、 その具体的な方向についてはいまだコンセンサスを得ているとは言いがたいのではないか。 その

ため、 本書の役割を具体的な対策ではなく、 それを考えるための基礎資料を提示することに止めたい。

もっとも 、 調査設計の当初からかかわった者として 、 緊急に対処すぺき施策の案がないわけではない。 だ

がそれは、 調査結果の必然として出てくるものではなく、 分析者の価値観が大きくかかわることを避け得な

い。 すなわち 、 具体的に今すぐに求められる対策、 中長期的な視野に基づく施策や運動、 いずれにせよその
あり方や是非の判断は、 実証的なデータを用いつつも、 さまざまな他の社会的条件や価値観、 あるいは子ど

も像や未来像を総合的に加味することから生まれるものである。 またそうでなければならない。 調査結果の

安易な一般化 、 そしてそれに基づく短絡的な施策化は 、 問題の本質を見誤り、 問題解決に寄与しないばかり

か、 その対策がまた新たな問題を生むという悪循環に陥る危険性があるからである。

子どもたち 、 そして若者は、 今ではなく未来を生きる者である。 その不可解な行動は、 未来への準備とと

らえることも可能である。 彼ら彼女らの何が問題で、 何が課題なのか。 あくまで過去や現在ではなく、 未来

の基準から判断しなければならない。 だが、 その未来の基準が未だ不明瞭だとすれば、 何を基準に考えれば
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よいのか。

これから紹介する調査結果についての多変量解析に基づく中・高校生の意識や行動の傾向が、 彼ら彼女ら

の可能性を開く衰料として生かされることを願って、 あえて上記の断り害きを付記したことをご理解願いた

い。

なおコンピュ ータによる分析では 、 世界的に最も一般的に使用されているSPSSという統計ソフトを用

いる。 そのため、 SPSSの統計パッケー ジのなかにある数墨化皿類と同質の等質性分析を使用し、 各設問

の選択肢の数量化と、 各設問の回答に基づくサンプルごとの数凪化という2つの数星化を実施する。 その上

で 、 似たような回答傾向を示す調査対象者をグループ化するために考案されたクラスタ分析という手法を用

いる。 その際に、 特にデータ量が膨大であるため、 階恩クラスタ分析ではなく非階層クラスタ分析 (SPS

Sでは大規模ファイルのクラスタ分析）を使用する。

この手法は 、 クラスタの数を事前に指定しておく必要があるため、 3種～9種のクラスタを指定し、 それ

ぞれに分析を試みた。 なお、 このクラスタ分類の精度を検証するために判別分析を行ったところ 、 3種～9

種のいずれの場合においても95％以上のあてはまりの良さを示しており、 分析には有意な分類であることが

確認された。

本分析では、 以上の分析結果を検討することにより 、 主に9クラスタに分類した結果が最も現在の中・高

校生の規範意識を解明するうえで有効と判断し、 他の設問とのクロス集計を行いながら分析を進めた。

2 中・高校生の規範意識や行動様式を枠付ける基準の析出

問12を構成する18種 36 個の選択肢の結果に対して、 数猷化皿類による分析（等質性分析）を試みたとこ

ろ 、 2 つの要素に対する得点が得られた（表ー 1 • I 軸得点、 表ー 2 • Il 軸得点）。 これは18種 36 個の質問

が相互にどのような関係にあるかを数値で示したものである。 それが2本の軸上にあるということは 、 この

2つの軸それぞれにそって与えられた数値の順番に 36 の選択肢を並べ、 その傾向を読み取ることから、 調査

対象者の意識の中にある2つの判断基準の枠組みが析出されることを意味する。

そこでまずI軸上の得点を見ていくと、 表ー1が示すように、 得点上位には次の項目が並んでいる。

「授業中友だちが話しかけてきた時は授業中と注意する」

「電車に乗っていて携帯電話がかかってきた時亀話に出ない」

「友だちが自転車の二人乗りをしたいと言ってきた時は拒否する」

逆に得点下位は次のようである。

「電車で友だちが床に座った時一緒に床に座る」

「友だちからもらったノ ー トが万引きしたものとわかった時使わない」

「買ったばかりの参考書をなくしてしまった時あきらめて買う」

プラスの数値の高い項目は 、 いずれも現在の社会常識から考えて妥当と思われる行為であり、 逆にマイナ

スの数値の高い項目は社会的に認められない行為と言えよう。 その意味で 、 I軸を現在の社会の中に既に存

在する規範（常識）に従う（同調）か従わない（逸脱）かという判断基準の枠組みとして位爵づけ 、 「既存規

範同調ー既存規範逸脱」の軸と名付けたい。

同様に 、 各選択肢に対して Il 軸上に与えられた得点の順に見ていくと、 表ー 2 にまとめてあるように、 ブ

ラス数値が最も高い順から次のようになる。

「友だちがいじめにあっていることを知った時 、 味方にならない」

「道で近所の人を見かけた時 、 挨拶しない」

「友だちが自転車の二人乗りをしたいと言ってきた時 、 拒否する」
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また、 マイナス数値が高い順では、 次のようになる。

「捨て犬を見つけた時、 世話をする」

「電車で疲れて座っているところにお年寄りが乗ってきた時、 席をゆずる」

「夜遅くに友だちから会いたいと電話があった時 、 会いに行く」

このことからII軸は、 友だち 、 近所の人、 お年寄り、 捨て犬など 、 自分以外の人やものが求めることを優

先するか、 自分の都合の方を優先するか、 という判断基準にかかわる枠組みであることが読み取れる。 そこ

で、 Il軸を、 人やものとの関係をもつことを重視するか、 関係をもたないようにすることを選択するかとい

う判断基準の枠組みとして位置づけ 、 「関係志向ー自己志向」と名付けたい。

·-国露必絋馳，趾紐U這滋亙翡且皿 既存規範同調

質 問 I 選 択 l軸
(1) 7.①授業中に友だちが話しかけてきた時 ！授業中と注意 i 1.25 
(2) 18.②電車に乗っていて携帯電話がかかってきた時 I鼈話に出ない I 0.76 
(3) 11.②友だちが自転車の二人乗りをしたいと言ってきた時 ！二人乗りを拒否 I 0.72 
(4) 9.②友だちからもらったノ ー トが万引きしたものとわかった時 1万引品非使用 I 0.56 
(5) 8.①夜遅くに友だちから「会いたい」と電話があった時 液は断る 0. 49
(6) 2.①学校のした＜ 前日した＜ i 0.35 
(7) 17.①電車で疲れて座っているところにお年寄りが乗ってきた時 i席をゆずる 0.35 
(8) 10.②電車で友だちが床に座った時 1床に座らない I 0.27 
(9) 6.②友だちに自分の短所を指摘された時 直そうと思う 0.21 
(I 0) 15.①両親が風邪をひいて寝込んでいる時の夕食 1作って食べる l 0.20
(11) 16. U涸で近所の人を見かけた時 1挨拶する 0.17 
(I 2) 1.①学校がある日の朝 ：自分で起きる 0.16
(I 3) 3.①一緒に学校に通っている友だちとけんかをした時 i自分から謝る 0.15
(14) 12.②買ったばかりの参考聾をなくしてしまった時 i発見まで探す I 0.15 
(15) 4.②友だちがいじめにあっていることを知った時 1味方になる 0.14 
(16) 13.①捨て犬を見つけた時 I捨て犬を世話 0.12 
(17) 5.②友だちは100点を取ったのに自分は取れなかった時 1＜やしい 0.09 
(! 8) 14.②「男はたくましく、 女はやさしい」という考え方 I性で決めない 0.0 4 

(19) 13.麟て犬を見つけた時 i捨て犬は放置 -0.08 
(20) 5.①友だちは100点を取ったのに自分は取れなかった時 l感心する ！ -0.09 
(2 I) 14.①「男はたくましく、 女はやさしい」という考え方 1男と女は違う ·0.13 
(22) 1.②学校がある日の朝 起こしてもらう I -0.14 
(23) 7.②授業中に友だちが話しかけてきた時 一緒に話す l -0.21 
(24) 6.①友だちに自分の短所を指摘された時 ＼言われなくてもわかっている -0.23 
(25) 3.②一緒に学校に通っている友だちとけんかをした時 i謝らせる -0.32
(26) 8.②夜遅くに友だちから「会いたい」と電話があった時 i夜でも会う -0.33
(27) 2.②学校のした＜ I当日した＜ -0.34
(28) 15.②両親が風邪をひいて寝込んでいる時の夕食 ，コンビニか出前 -0.36 
(29) I 6.虞で近所の人を見かけた時 1挨拶しない I -0.37 
(30) II.①友だちが自転車の二人乗りをしたいと言ってきた時 I二人乗りする I -0.39 
(3l) i4 ．①友だちがいじめにあっていることを知った時 L1味.. :... 方にならない I -0. 40 
(32) 118.①電車に乗っていて携帯電話がかかってきた時 電話にでる •0. 41
(33) 17.②電車で疲れて座っているところにお年寄りが乗ってきた時 ！席をゆずらない I -0.53 
(34) 12.①買ったばかりの参考書をなくしてしまった時 あきらめて買う i -0.67 
(35) 9.①友だちからもらったノートが万引きしたものとわかった時 1万引品使用 I -0.68 
(36) JO ．①電車で友だちが床に座った時 1床に座る I -0.88 

既存規範逸脱
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·贔量冒駈嵐 一幽-
質 問 i 選 択 II軸

(1) ! 4.①友だちがいじめにあっていることを知った時 i味方にならない
I ! o

0
.
.
s
6
2 
0 (2) |16．箪で近所の人る

・

豆かけた時 i挨拶しない
(3) !11.②友だちが自転車の二人乗りをしたいと言ってきた時 l二人乗りを拒否 ！ 0.58 
(4) 13.②一緒に学校に通っている友だちとけんかをした時

1
謝らせる ！ 0.53 

(5) !11.②竜車で疲れて座っ・ているところにお年寄りが乗ってきた時
i 
iI 0

O
.
.
5
5

0 
0 (6) |8．①夜遅くに友だちから

ー

「会いたい」と電話があ
ー

った時
席をゆずらない
夜は断る

(7) 7.①授業中に友だちが話しかけてきた時 I 1授業中と注意 l 0.44
(8) 13.②捨て犬を見つけた時 i捨て犬は放慨 i 0.44 
(9) 15.②両親が風邪をひいて寝込んでいる時の夕食 ！コンビニか出前 i 0.44 
(10) 6.①友だちに自分の短所を指摘された時 i酋われなくてもわかっている 0.36 
(11) 12.①買ったばかりの参考魯をなくしてしまった時 lあきらめて買う l 0.19
(12) 5.②友だちは100点を取ったのに自分は取れなかった時 lくやしい 0.20
(13) 18.②電車に乗っていて携帯電話がかかってきた時 電話に出ない 0.12
(14) 9.②友だちからもらったノ ー トが万引きしたものとわかった時 万引品非使用 0.08
(15) 10.②電車で友だちが床に座った時 床に座らない 0.08
(16) 14.②「男はたくましく、女はやさしい」という考え方 性で決めない 0.07
(17) 1.①学校がある日の朝 自分で起きる 0.02
(18) |2．②学校のした＜ l当日した＜ 0.02 

·

. 

(19) 1.②学校がある日の朝 起こしてもらう -0.02
(20) 2.①学校のした＜ 前日した＜ -0.02
(21) 12.②買ったばかりの参考咎をなくしてしまった時 発見まで探す -0.05
(22) 7.②授業中に友だちが話しかけてきた時 一緒に話す -0.07
(23) 18.①電車に乗っていて携帯電話がかかってきた時 電話にでる -0.07
(24) 9.①友だちからもらったノ ー トが万引きしたものとわかった時 万引品使用 -0.10
(25) 4.②友だちがいじめにあっていることを知った時 味方になる -0.20
(26) 5.①友だちは100点を取ったのに自分は取れなかった時 感心する -0.21
(27) 14.①「男はたくましく、女はやさしい」という考え方 男と女は違う -0.21
(28) 3.①一緒に学校に通っている友だちとけんかをした時 自分から謝る -0.24
(29) 15.①両親が風邪をひいて寝込んでいる時の夕食 作って食べる -0.24
(30) 10.①電車で友だちが床に座った時 床に座る -0.26
(31) 16.諷で近所の人を見かけた時 i挨拶する I -o .2s
(32) 11.①友だちが自転車の二人乗りをしたいと言ってきた時 ！二人乗りする ! -0.31
(33) 6.②友だちに自分の短所を指摘された時 直そうと思う -0.33
(34) 8.碑遅くに友だちから「会いたい」と電話があった時 液でも会う -0.33
(35) 17.①電車で疲れて座っているところにお年寄りが乗ってきた時 i席をゆずる -0.33
(36) 13.•①捨て犬を見つけた時 捨て犬を世話 | •O.63

自己志向

関係志向

※この 2 つの軸は、0.00001の収束基準に対し 8 回の反復で算出され、寄与率は、 I 軸が69.5%、 II 軸

が30.5％である。なお、 この時点で各設問の回答に基づくサンプルごとの数量化も行われており、選

択肢の数量化と同様に I 軸（「既存規範同調一既存規範逸脱」）、 II 軸（「関係志向 ー 自己志向」）に対

する得点が1,260サンプルごとに付けられている。
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3 数量化によって析出された 2 つの軸に基づく中・高校生の類型化

上記の数駄化による 2 つの軸の析出に次いで、 クラスタ分析を行った。

具体的には、 まず析出されたI軸（「既存規範同調ー既存規範逸脱」）とII軸（「関係志向ー自己志向」）と

いう 2 つの軸をX軸、 Y軸におきかえ、 二次元グラフを作成する。 次いで、 その平面上に 36 個の選択肢に与

えられた得点をプロットする。そしてその空間上に、 調査対象者に対する数塁化により得られた I, 260 名の

対象者ごとの得点を用いて 、 似たような回答傾向を示す調査対象者のグループ分け行う。 このような作業を

コンピュ ータを用いて行う統計手法がクラスタ分析である。

この分析では、 いくつの固まり（クラスタ）にするかは、 分析者が決定することになっているため 、 先述

したように、 まず 3 つに分けることから始め 、 1 つずつ分ける数を増やし、 それぞれの特性を確認していっ

た。 その結果、 9 つに分けた時点で最小クラスタに属する対象者の数が 100 名を切ったため 、 統計の精度上

限界に近いと判断し、 10 分割以上のグループ分けは中止した。

なお、 3~9 分割の形状や特性については、 上述したように 、 I 軸上の得点とII軸上の得点を平面上のX

軸、 Y軸におきかえて区分した領域マップ（図ー 1~7) により確認することができる。 ただし、 コンピュ

ータ処理の都合上、 図によってI軸• II軸の配置や軸の向きが変化しているので注意してご覧いただきたい。

● 3 分割した場合（図ー 1) 、 既存規範に同調する

クラスタ、及び既存規範を逸脱し関係志向のクラス

タと自己志向のクラスタに分類されている。 これは、

寄与率の高い既存規範の軸に対してまず2分され、

その後寄与率の低い関係志向・自己志向の軸で 2 分

された結果である。

1靖置·璽覧罰I
既存規範逸脱
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● 4 分割した場合（図ー2) 、 既存規範に同調、 既

存規範を逸脱 、 関係志向、 自己志向と、 スムーズに

4 分類されている。
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● 5 分割し た場合（図ー 3 ) 、 既存規範を逸脱する ● 6 分割し た場合（図 ー 4 ) 、 これまで 2 つの軸に

クラスタが、 関係志向のもの と自己志向の ものに分 対して特性を持ったクラスタに分けられていたが、

類されている。 領域マップの中央にI軸に対して もII軸に対して

＇嗜饗璽国間1
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も得点の少ない、 特性のないクラスタ が現れている

のが特徴的である。 他のクラスタはほぽ4 分割した

場合に近いものの、 関係志向のものが既存規範に同

調するクラスタ と逸脱するクラスタ に分類されて

いる。
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● 7分割した場合（図 ー 5 ) 、 中央のクラスタをほ

ぽ維持しつつ、 関係志向のクラスタ、 自己志向のク

ラスタに分類され、 他の 4 つのクラスタは、 既存規

範に同調しながら関係志向、 自己志向、 既存規範を

逸脱しながら関係志向、 自己志向に分類されている 。
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● 8 分割した場合（図 ー 6 ) 、 中央のクラスタをほ

ぽ維持 し つつ、 7 分割に比べて既存規範に同調で関

係志向のクラスタが 2 分されている 。
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● 9 分割した場合（図 ー 7 ) 、 中央に 2 つのク ラス

タが現れている。他の 7 つのク ラスタはこれまでと

明らかに異なる 分類がなさ れ、 自己志向で既存規範

に同調、 逸脱のもの、 既存規範に同調のもの、 関係

志向のもの、 関係志向で既存規範に同調、 逸脱のも

の、 自己志向で既存規範をやや逸脱するもの、 既存

規範を逸脱し、 やや自己志向のもの となっている 。
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次に 、 3 ~ 9 に分割したそれぞれのクラスタが中 ・ 高校生別、 性別にどのような特徴がある か、 中・高校

生別、 性別のク ロス集計によ り 分析した。 この作業によ り 、 9 分割のものが非常に特徴のあるものとなった

ため、 以降は 9 分割したものについて分析していく （図 ー 8 ) 。
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4 9 種の ク ラ ス タ ーの特性

( 1 ) 全体の傾向

中央に現れたクラスタは第 2 クラスタと第 9 クラスタで、 それぞれ 1 5 5 名、 1 83 名が属し、 全体の 26. 8%

を占めている。

中・高校生 ・ 性別に大きな偏 り はないが、 第2クラスタは男性、 第9クラスタは女性が比較的多くなって

いる。

第 1 クラスタは、 既存規範に同調し 、 自己志向に偏ってお り 、 中学生が多くなっている。

第 3 クラスタは 、 既存規範を逸脱し、 関係志向に偏っており 、 高校生男性が多くなっている 。

第 4 クラスタは、 既存規範に同調す る も のの 、 関係志向・自己志向の軸に対しては中間に位置し、 女性が

多くなっている 。

第 5 クラスタは 、 既存規範を逸脱し、 自己志向に偏ってお り 、 中学生男性が多くなっている。

第 6 クラスタは 、 既存規範に同調し、 関係志向に偏っており 、 やや女性が多くなっている。

第 7 クラスタは 、 既存規範を逸脱し、 やや自己志向に偏っており 、 男性が多く、 最 も 少ない 73 名が属して

い る 。

第 8 クラスタは 、 既存規範の軸に対しては中間に位梱し 、 関係志向に偏ってお り 、 高校生が多くなっ てい

る 。

これらを総合すると、 まず、 既存規範に同問する 傾向は女性に強く、 逸脱する傾向は男性に強くなってい

る。 また、 中学生は既存規範に同調傾向にあ り 、 高校生は関係志向が強くなっている 。

そのため、 女性は既存規範に同調しながら、 中学生から高校生になるにつれて自己志向から関係志向へと

移 り 変わる傾向がある ことが読み取れる。 図ー 8 で見ると、 図の左上から左下にかけて反時計回 り である。

男性は既存規範を逸脱したまま自己志向から関係志向へと移 り変わる傾向があることが指摘できよう。 図

- 8 で見ると、 図の右上から右下にかけて時計回 り である。

ただし、 これらは傾向であって、 いずれのクラスタに も男性、 女性、 中学生、 高校生が属し 、 男女の性差

や中・高校生の差異を示す ものではないことを確認しておきたい。
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·嗜量璽置胴闊＇枷■＇
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( 2 ) 各 ク ラ ス タ の特性

さ らに各クラスタの特性を明らか にするために 、 グルー プ分けに使用 した問 1 2 と 9 つのクラスタをクロス

集計（表 ー 3 ) する ことを試みた。 これにより 、 どのよ う な回答傾向に よ って 9 分割さ れたのかが把握でき

るとともに 、 前述の全体の傾向を裏付ける ことが可能になると考えたからである。

こ こ では特に 、 問 1 2 の各質問項目の中で、 他のクラスタと比較 して突出して回答割合が高い項目を 「かな

り影郷力のある項目」、 また回答割合がやや高い項目を 「やや影響力のある項目」としてとらえる。 そ し て、

各クラスタにどのよ う な項目が、 「かなり」も しくは 「やや」 影響力 あるものとして位骰づけられているかを

みるために 、 ク ラスタ ごとに項目内容を列記 しておきたい。

ところで、 通常 、 このよ う な数量化とク ラスタ分析は 、 上記の手順に基づき各クラスタ の特性を明らかに

した後、 各クラスタの特性に応じてそのクラスタ に所属する典型的な人間類型を想定し 、 誰もが理解（想像）

しやすいネー ミ ングを施し 、 より鮮明に調査結果の分析から明らか になった課題をアピールする ことが多い。

本調査の分析においてもその ことを試み 、 部分的に発表も行った。 し か し 、 その過程で、 デー タ が示すさま

ざまな課題を切り捨てざるを得えなかった。 何よりも、 クラスタ の析出はコンピュ ー タ による数量化に基づ

くものだが、 それにネー ミ ングするとい う 作業は 、 分析者の価値観が非常に反映する。 特に 、 子どもや若者

の規範意識とい う 微妙な問題について、 安易な ラ ベ リ ングに 内在する危 う さ については 、 本稿の冒頭で指摘

し た。

そのため、 一旦はネー ミ ングまで分析を進めたものの、 本報告書においては、 分析の過程を提示するに止

める ことに した。 言いかえれば、 冒頭の断り書きの背後には 、 本調査の設計から分析にまでかかわってきた

分析者自身の反省がある。 とりわけ、 上記の手順を経てネーミ ングの作業 にとりかかり、 さ らには具体的な

問題点やその解決方法にまで考察を進めよ う と したときに調査結果や施策の方向をより明確に指摘するため

に あまりにも多くの内容（実証デー タ が示す） を捨象する一方で、 デー タ 以外の分析者の視点が次々と加味

さ れていることを自覚せざるを得なかったからである。

したがって、 以下の記述では 、 それぞれのク ラスタ の特性を理解する上で必要な項目を列記するにとどめ

たい。 その解釈は本報告書を読まれる方にゆだねたい。

▼第 1 ク ラス タ （既存規範同調 ・ 自 己志向 ・ 中学生 • 8. 4%)

かなり影孵力のある項目は 、 次の項目である。

「亀車で友だちが床に座った時 、 自分は立っている」(99. I %) 、

「買ったばかりの参考書をなく して しまった時 、 見つかるまで探す」(98. l %) 、

「友だちからもらったノ ー トが万引きしたものとわかった時 、 絶対に使わない」(93. 4 % ) 、

「両親が風邪をひいて寝込んでいる時の夕食は 、 自分で作って食べる」 (89. 6%) 、

「電車に乗っていて携帯電話がかかってきた時 、 電話に出ない」(82. l %) 、

「学校の したくは前の 日 にする」 (76. 4 % ) 、

「学校がある 日 の朝 、 自分で起きる よ う に している」(61. 3%) 、

「授業中に友だちが話し か けてきた時 、 授業中だよと注意する」( 6 1 . 3 % ) 、

やや影響力のある項目をあ げると次のよ う になる。
「電車で疲れて座っているところにお年寄りが乗ってきた時 、 お年寄りに席を腺る」(94. 3%) 、

「友だちが自転車の二人乗りをしたいと言ってきた時 、 断る」 (89. 6 % ) 、

「友だちがい じめにあっている ことを知った時 、 自分までい じめられても友だちの味方になる」(88. 5 % ) 、

「一緒に学校に通っている友だちとけんかを した時 、 自分から謝って一緒に学校に行く」(81 . 7%) 、

「友だちに自分の短所を指摘された時 、 素直に直そう と思う 」(74. 5%) 、
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「夜遅くに友だち から会いたいと電話があった時、 断る」 (72.4%) と なっている 。

▼第 2 ク ラ スタ （偏 り な し ・ 男性・1 2 . 3 % )

かな り 影聾力のある項目はない。

やや影響力のある項目は、 「授業中に友だち が話しかけてきた時、 一緒に話をする」 (96. 8%) の 1項目の

みと なっている。

その他の項目は、 回答者全体の回答割合に近い値と なっている。

▼第 3 ク ラ ス タ （既存規範逸脱 • 関係志向 ・ 高校生男性 ・ 1 1 . 2 % )

かな り 影響力のある項目は、

「授業中に友だちが話しかけてきた時、 一緒に話をする」 (98. 6%) 、

「友だち からもらったノ ートが万引きしたものと わかった時、 そのまま使う」 (93. 6 % ) 、

「電車に乗っていて携帯電話がかかってきた時、 電話に出る」 (92. 2%) 、

「夜遅くに友だち から会いたい と電話があった時 、 友だちに会いに行く」 (90. 7 % ) 、

「学校のしたくはその 日 の朝にする」 (83. 7 % ) 、

「両親が風邪をひいて寝込んでいる時の夕食は、 コンピニのお弁当か出前を頼む」 ( 65 . 7 % ) 、

「学校がある日の朝 、 誰かに起こしてもらう こ と が多い」 (63 . 8%) 、

「鼈車で友だちが床に座った時、 一緒に床に座る」 (63. I %) 、

「買ったばか り の参考書をなくしてしまった時、 あきらめて新しく買う」 (45. 0 % ) 、

「男はたくましく女はやさ しい という考え方は、 男 と女は違うので当然だ と思う」 (33. 3 % ) と なっている。

やや影唇力のある項目は、

「友だち が自転車の二人乗 り をしたいと言ってきた時、 乗せてあげる」 (95. 7 % ) 、

「電車で疲れて座っている と こ ろにお年寄 り が乗ってきた時、 そのまま座っている」 (80. l %) と なってい

る。

▼第 4 ク ラ ス タ （既存規範同調 ・ 女性 ・ 1 1 . 9 % )

かな り 影響力のある項目は、

「篭車で疲れて座っている と ころにお年寄 り が乗ってきた時、 お年寄 り に席を譲る」 (96. 0 % ) 、

「友だちがい じめにあっている こ とを知った時、 自分までい じめられても友だちの味方になる 」 (94. 0 % ) 、

「道で近所の人を見かけた時、 あいさ つをすることが多い」 (93. 3 % ) と なっている。

やや影響力のある項目は、

「買ったばか り の参考書をなくしてしまった時、 見つかるまで探す」 ( 94. 0%) 、

「鼈車で友だちが床に座った時、 自分は立っている」 (89. 9%) 、

「一緒に学校に通っている友だち とけんかをした時、 自分から謝って一緒に学校に行く」 (88. 4 % ) 、

「友だち からもらった ノ ー ト が万引きしたもの とわかった時 、 絶対に使わない」 (86. 7 % ) 、

「友だち に自分の短所を指摘さ れた時、 素直に直そうと 思う」 (75. 3 % ) 、

「学校のしたくは前の日にする 」 (70. 0%) と なっている。

▼第 5 ク ラ ス タ （既存規範逸脱 ・ 自 己志向 ・ 中学生男性 • 9. 4 % )

かな り 影唇力のある項目は、

「友だち が自転車の二人乗 り をしたいと言ってきた時、 断る」 (90. 7 % ) 、
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「夜遅 く に友だちから会いたいと電話があった時、 断る」 (89. 0 % ) となっている。

やや影響力のある項目は、

「電車で友だちが床に座った時、 自分は立っている」 (96. 6 % ) 、

「友だち からもらったノ ー ト が万引きしたものとわかった時、 絶対に使わない」 (88.1%) 、

「男はたく まし く 女はやさ しいという考え方は、 男 とか女とかで決めるのはおかしいと思う」 (86. 3%) 、

「友だちは 1 00 点を取ったのに自分は取れなかった時、 負けてしまって く やしいと思う」 (65. 3 % ) 、
i 

「授業中に友だち が話しかけてきた時 、 授業中だよと注意する」 �45. 8 % ) となっている。

▼第 6 ク ラ スタ （既存規範 • 関係志向・女性 ・ 1 0 . 2 % )

かなり影響力のある項目は、

「授業中に友だちが話しかけてきた時、 一緒に話をする」 (98.4%) 、

「友だちが自転車の二人乗りをしたいと言ってきた時、 乗せてあげる」 (98.4%) 、

「友だち がい じめにあっていることを知った時、 自分までい じめられても友だちの味方になる」 (94. 5 % ) 、

「一緒に学校に通っている友だち と けんかをした時、 自分から謝って一緒に学校に行く 」 (93 . 8 % ) 、

「捨て犬を見つけた時、 とりあえず飼い主が見つかるまで自分が世話をする」 (84.4%) 、

「友だちに自分の短所を指摘さ れた時、 素直に直そう と思う」 (79 . 7 % ) 、

「友だちは 100 点を取ったのに自分は取れなかった時、 頑張っているんだなと感心する」 (65. 6 % ) とな

っている。

やや影響力のある項目は、

「道で近所の人を見かけた時、 あいさつをすることが多い」 (96. I % ) 、

「電車で疲れて座っているところにお年寄りが乗ってきた時、 お年寄りに席を譲る」 (9 I .  4%) 、

「夜遅 く に友だちから会いたいと電話があった時、 友だち に会いに行 く 」 (89. 8%) 、

「両親が風邪をひいて寝込んでいる時の夕食は、 自分で作って食べる」 (83. 7%) 、

「学校がある日の朝、 誰かに起こしてもらうことが多い」 (60. 2 % ) となっている。

▼ 第 7 ク ラスタ （既存規範逸脱 ・ やや 自 己志向 ・ 男性 · 5. 8 % )

かなり影響力のある項目は、 「捨て犬を見つけた時、 そのまま放ってお く 」 (94. 5 % ) 、

「友だち に自分の短所を指摘さ れた時、 言われな く てもわかっていると思う」 (87. 7 % ) 、

「男はた く まし く 女はやさしいという考え方は、 男 とか女と かで決めるのはおかしいと思う」 (87. 7 % ) 、

「電車で疲れて座っている と ころにお年寄りが乗ってきた時、 そのまま座っている」 (86. 3 % ) 、

「道で近所の人を見かけた時、 あいさつをしないことが多い」 (76. 7 % ) 、

「一緒に学校に通っている友だち と けんかをした時、 友だちが謝って く るまで一緒に行かない」 (76.4% ) 、

「友だちは 100 点を取ったのに自分は取れなかった時、 負けてしまって く やしいと思う」 (75. 3 % ) 、

「友だちがいじめにあっていることを知った時、 自分までい じめられるのはいやだから友だち とのつきあ

いをやめる」 (66. 7%) 、

「両親が風邪をひいて寝込んでいる時の夕食は、 コ ンピニのお弁当か出前を頼む」 (65. 8 % ) となっている。

やや影響力のある項目は、

「授業中に友だちが話しかけてきた時、 一緒に話をする」 (91. 8 % ) 、

「電車で友だちが床に座った時、 自分は立っている」 (82. 2 % ) となっている。
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▼第 8 ク ラ ス タ （関係志向 ・ 高校生 ・ 1 6 . 3%)

かなり影響力 のある項目 は、 「授業中に友だちが話しかけてきた時、 一緒に話をする」 (99. 5 % ) の 1 項 目

のみとなっている。

やや影響力のある項 目 は、

「友だちが自転車の二人乗りを したいと言ってきた時、 乗せてあげる」 (97. I % ) 、

「夜遅くに友だちから会いたいと電話があった時 、 友だちに会いに行く」(89. 3 % ) 、

「電車に乗っていて携帯電話がかかってきた時、 電話に出る」 (88. 8%) 、

「友だちがい じめにあっていることを知った時、 自分までい じめられても友だちの味方になる」 (83. 3 % ) 、

「友だちからもらったノ ー ト が万引き したものとわかった時、 そのまま使う」(73. 5 % ) 、

「友だちは 1 00 点を取ったのに自分は取れなかった時、 頑張っているんだなと感心する」 (59. 3 % ) とな

っている。

▼第 9 ク ラ ス タ （偏 り な し ・ 女性 ・ 1 4. 5 % )

かなり影響力のある項 目 はない。

やや影響力のある項 目 は、 「授業中に友だちが話しかけてきた時 、 一緒に話をする」 (90. 1 % ) の 1 項 目 の

みとなっている。 その他の項 目 は、 回答者全体の回答割合に近い値となっている。
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表ー 3 ・ グルー プ分けに使用 した問 1 2 に対する 9 ク ラスタ ー ごと の回答の割合 I

Q J 2 ① 
人数 1 06 

（ ％ ）  (8. 4) 

1 一①自分で起きる ◎61.3
②起こ しても ら う 38.7 

2 一①前日仕度 ◎76.4
②当 日仕度 23.6 

3 一①自分か ら謝る 081.7 
②謝らせる 18.3 

4 一①味方に な ら な い 11.5 
②味方になる 088.5 

5 一①感心する 48.1 
② く や し い 51.9 

6 一①いわれな く と も 25.5 
②直そ う と思う 074.5 

7 一①授業中 と注意 ◎61.3
②一緒に話す 38.7 

8 ー①夜は断る 072.4 
②夜でも会う 27.6 

9 ー①万引品使用 6.6 
②万引品非使用 ◎93.4

1 0 ー①床に座る 0.9 
②床に座 らない ◎99.1

I I 一①二人乗 り する 10.4 
②二人乗り拒否 089.6 

1 2 ー①あ き らめて買 う 1.9 
②発見まで探す ◎98.1

13一①捨て犬世話 50.0 
②捨て犬は放置 50.0 

14一①男と女は違う 19.0 
②性で決めない 81.0 

15 一①作って食べる ◎89.6
②コ ン ピニ出前 10.4 

1 6一①挨拶する 90.6 
②挨拶 しない 9.4 

1 7一①席譲る 094.3 
②席譲 ら な い 5.7 

18ー①携帯電話出る 17.9 
②携帯霞話出ない ◎82.1

◎ ： かな り 影響力のある項目

0 ： やや影唇力 の あ る 項 目
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② ③ ④ 
1 55 1 4 1  1 50 

( 1 2 .  3) ( 1 1 .  2) (l l .  9)

43.2 36.2 48.0 
56.8 ◎63.8 52.0 

47.1 16.3 070.0 
52.9 ◎83.7 30.0 

54.5 43.5 088.4 
45.5 56.5 11.6 

40.9 45.6 6.0 
59.1 54.4 ◎94.0

46.5 55.3 45.3 
53.5 44.7 54.7 

58.1 70.0 24.7 
41.9 30.0 075.3 

3.2 1.4 16.0 
096.8 ◎98.6 84.0 

41.9 9.3 40.0 
58.1 ◎90.7 60.0 

49.7 ◎93.6 13.3 
50.3 6.4 086.7 

18.7 ◎63.1 10.1 
81.3 36.9 089.9 

67.5 095.7 68.0 
32.5 4.3 32.0 

21.3 ◎45.0 6.0 
78.7 55.0 094.0 

18.1 24.5 75.0 
81.9 75.5 25.0 

22.6 ◎33.3 27.3 
77.4 66.7 72.7 

50.3 34.3 86.7 
49.7 ◎65.7 13.3

53.5 44.7 ◎93.3
46.5 55.3 6.7 

32.9 19.9 ◎96.0
67.1 080.1 4.0 

79.4 ◎92.2 39.3
20.6 7.8 60.7 

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 
1 1 8 1 2 9 73  205 1 8 3  

(9. 4) (I 0. 2) (5. 8) ( I  6. 3) (I 4. 5) 

47.5 39.8 45.2 43.4 49.7 
52.5 060.2 54.8 56.6 50.3 

55.9 44.5 41.1 36.3 59.6 
44.1 55.5 58.9 63.7 40.4 

63.6 ◎93.8 23.6 76.8 71.3
36.4 6.3 ◎76.4 23.2 28.7

27.1 5.5 ◎66.7 16.7 20.3
72.9 ◎94.5 33.3 083.3 79.7

34.7 ◎65.6 24.7 059.3 44.8
065.3 34.4 ◎75.3 40.7 55.2

54.2 20.3 ◎87.7 47.5 50.8
45.8 ◎79.7 12.3 52.5 49.2

045.8 1.6 8.2 0.5 9.9 
54.2 ◎98.4 091.8 ◎99.5 090.1

◎89.0 10.2 67.1 10.7 53.6
11.0 089.8 32.9 089.3 46.4 

11.9 60.9 58.9 073.5 26.9 
088.1 39.1 41.1 26.5 73.1 

3.4 34.4 17.8 40.0 10.9 
096.6 65.6 082.2 60.0 89.1 

9.3 ◎98.4 39.7 097.1 57.4
◎90.7 1.6 60.3 2.9 42.6 

13.6 14.0 30.1 24.9 11.5 
86.4 86.0 69.9 75. 1 88.5 

11.9 ◎84.4 5.5 50.0 31.7 
88.1 15.6 ◎94.5 50.0 68.3

13.7 31.8 12.3 29.8 27.9 
086.3 68.2 ◎87.7 70.2 72.1 

50.0 083.7 34.2 71.7 67.8 
50.0 16.3 ◎65.8 28.3 32.2 

50.8 096.1 23.3 69.3 74.3 
49.2 3.9 ◎76.7 30.7 25.7 

47.5 091.4 13.7 57.1 73.8 
52.5 8.6 ◎86.3 42.9 26.2 

31.4 82.9 76.4 088.8 59.0 
68.6 17.1 23.6 11.2 41.0 

（ ％ ）  

合計

I . 260

( I  00. 0) 

平均

45.7 
54.3 

49.1 
50.9 

68.7 
31.3 

24.4 
75.6 

48.9 
51.1 

47.4 
52.6 

14.1 
85.9 

39.9 
60.1 

45.3 
54.7 

23.6 
76.4 

65.4 
34.6 

18.7 
81.3 

40.8 
59.2 

25.5 
74.5 

64.7 
35.3 

68.3 
31.7 

60.2 
39.8 

65.1 
34.9 
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5 終わ り にかえて

以上、 各 ク ラ ス タ の特性 を明 ら か にする た め に 、 ク ラ ス タ析出のため に用意 し た問 1 2 の 36 個の質問選択

肢 と の ク ロ ス集計の結果を も と に 、 各 ク ラ ス タ に影唇力があ る 項 目 の度合 い に応 じて列記 し て き た。 ク ラ ス

タ に よ っ ては、 非常に特性 を 明確に把握で きる も の も あれば、 ほ と ん ど顕著な傾向 を読み取 る こ とができな

い も の も あ る 。

特性がな い と い う こ と は、 こ の ク ラ ス タ に属する 中 ・ 高校生 に特性がな い と い う こ とで はな い。 本調査で

用意 し た質問 に よ っ て は、 顕著な特性 を浮かび上が ら す こ と ができ なか っ た と い う こ と にすぎな い。 また、

問題が規範意識の低下 の状況であ る 以上、 特性がな い と い う こ と は、 特に顕著な問題があ る わ けでは な い 、

と い う こ と を示唆 し てい る のか も し れな い。 し か し 、 他方で、 思春期 と い う 時期 に 、 特 に顕著な特性を示す

こ とができな い と い う こ と は、 現状 にお い ては平均値 に あ る も の の 、 今後きたる べき新たな時代 と社会の条

件の も とでは、 マイ ナス条件 にな り 得る 可能性 も あ る 。 も ち ろ ん、 その逆も考え ら れる 。

他方、 非常 に特性が顕著な第 1 ク ラ ス タ や第 3 ク ラ ス タ も 、 それを ど の よ う に評価す る か に よ っ て問題解

決の方向は大き く 変化する 。 どち ら か と言えば優等生タイ プの第 1 ク ラ ス タ の場合、 中学生が多い こ と か ら 、

中学か ら 高校へ と成長する に し たがっ て、 既存の規範への同調が崩れ新たな規範を求め て模索する 、 と い う

ス ト ー リ ーが浮かんで く る 。 こ の こ と は、 第 3 ク ラ ス タ によ っ て も補強 さ れる。 高校男子を 中心に、 既存規

範に対する逸脱行動を存在証明 （アイ デンティ テ ィ ） とする か にみえる こ の ク ラ ス タ に所属す る者の行動は、

多 く の大人に と っ て ま さ に規範意識の低下 と い う 危惧を象徴する も の と な ろ う 。 し か し 、 模範生が中学中心、

問題生が高校中 心 と い う こ と は、 規範意識の低下 と い う 問題の背景が、 中学生や高校生 と い う 個々 の主体 に

あ る と い う よ り も 、 現在の教育制度が既存の規範意識を社会化する 上で機能不全に陥っ て い る と い う こ と に

あ る と も解釈でき る。 と すれば、 問題の解決は個 々 の主体ではな く 、 教育制度の あ り 方にかかわ っ て く る 。

ま た、 分析過程で最 も気にな っ た の は第 7 ク ラ ス タ の存在で あ る 。 他者 と の関係 を 断ち 切 る こ とで 自 己の

アイ デ ンテ イ テ ィ を辛 う じ て維持 し て い る か にみ え る こ の ク ラ ス タ に所属す る 中 ・ 高校生 に対 し て、 「キ レ

ル」 の言葉 と と も に一般化 し た 「 1 4 オ」 あ る い は 「17 オ」 の問題の温床 となる危惧を抱いた こ と は事実で あ

る 。 加 えて、 逸脱行動 と し て外の世界に 自 己の存在を明確 にする第 3 ク ラ ス タ と異な り 、 外見的 に はむ し ろ

模範生の第 1 ク ラ ス タ に近 いか も し れな い第 7 ク ラ ス タ の場合、 突然問題が生 じ る 。 い わ ゆ る 「普通の子」

が ・ ・ ・ と い う こ と にな る 。

また、 全体 と し て 、 中学か ら 高校にかけて、 既存の規範に対する逸脱行動が顕著である 一方で、 自 己の外

にある 「 ヒ ト ・ モ ノ ・ コ ト 」 と の 関係、 と り わ け友だち 関係 に選択基準が移行 し て い る こ と も把握で き る 。

次の時代を生き る者が、 前の時代を生き る者の期待する既存 の規範に批判 的であ る こ と は、 何 も今に限っ た

こ とではない。 ま し て変化 を常 と し て社会 に生 き る者 に と っ て、 む し ろ既存秩序への逸脱 こそアイ デ ンティ

テ ィ の 中核にな ら ざる を得な いのか も しれな い。 ただ し 、 それを是認する のは、 逸脱の後 に新たな規範の創

造の芽が見出 さ れる 限 り にお い てで あ る 。

しか し 、 本調査結果が示唆す る の は、 2 本 目 の軸 と し て友 と の関係 を重視 と い う 傾向が見出 さ れた も の の、

よ り 積極的 に彼 ら 彼女か ら が独 自 に創造 し つつ あ る 文化 と し て の規範に ま で及ぶ も の と は理解できなかっ た

こ と も 指摘せ ざる を得な い 。 既存の規範を批判す る も の の 、 新たな規範を見出せずに身近な友 と の関係に依

存する 、 と い う 閉 じ た構造が存在 し な いか。 さ ら に 身近な友 と の関係重視 と は、 何 も新 し い こ と ではな く 、

戦後 日 本社会を特色づけた間人主義の縮小再生産の よ う に思 えてな ら な い。

さ ま ざまな逸脱行動 も大人社会への反発 と い う よ り も 、 仲間の 目 の み を意識 し た行動 と すれば、 企業社会

の 中で会社の論理 と 倫理 に と ら われてき た親の 世代 と 何 ら 変わ ら な い こ と にな っ て し ま う 。 規範意識の低下

を嘆 く 側 と 嘆かれる 側の距離は、 案外近 い か も し れな い 。 違 う のは規範を共有する仲間の特性であ っ て、 自

己の 内的規範よ り 仲間 と の関係を重視する 規範意識の構造 自体に大き な変化はな い の か も しれな い。
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し か し 、 そのよ う な 日本的間人主義が、 良く も悪 く も克服せざるを得ない課題になっていることは周知の

とおりであろ う 。 とすれば、 いま問題とされる子どもや若者の規範意識の低下とは何なのか。 単に捨てるべ

き規範への郷愁にすぎないのか。 あるいは 、 より積極的に内在化すべき規範を見出せないアイデンテイ ティ

クライ シスの現代版なのか。 あるいは 、 全 く 新たな人を人として教え育てる制度の誕生を求める子どもたち

の悲鳴にも似た行動なのか・・ ・ 。

以上 、 数塁化やクラスタ析出過程で分析者の脳裏に浮かんだ事柄の一端を思い出す ま ま に提示 してきたが、

言 う までもな く こ のよ う な解釈には 、 データではなく 分析者自身の観点が多分に加味されていることは理解

されよ う 。 したが っ て、 上記の事柄は本分析の結果明 ら かになっ たことでもない。 あ く まで私見である。 あ

えて言えば、 先 に紹介した分析データ を読む際のモデルを提 示 したにすぎない。 モデルである以上、 否定さ

れることを前提 に提示した。

データが示す事実は一つでも、 その事実が示唆する意味の範囲は 、 それを読み取る人の数だけあると言っ

ても過言ではない。 先に、 「その解釈は本報告書を読まれる方にゆだねたい」と記した理由である。

したがって、 本来ならば 、 このあと上記の分析に基づき分析者自身の観点から施策への課題を提起すべき

だが、 これまで幾たびか述べたきた理由 に より、 分析結果の紹介で本調査報告を止めたい。

なお、 上述 した部分も含めて、 分析者自身の視点を加味し た施策の方向については 、 本調査の実施主体で

ある静岡県青少年問題協議会において提起し 、 その論議を経て世に問いたいと思っ ていることも記し ておく 。
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はじめに

近年の青少年非行の現状は、戦後第4のピー クを迎え、非常に深刻な状況と言えます。

また 、 倫理観に乏しくルールやマナーに反した行動をする青少年や自己中心的で目的意識

を持たない青少年が増加していると指摘されています。

このような青少年問題の背景には、青少年を取り巻く家庭・地域の教育力の低下、様々

なメディアによる多様な情報の氾濫、 ひいては社会全体の価値尺度が「善か悪か」「正か

邪か」ということから、 「得か損か」「楽か辛いか」ということに移行しており 、 人間の価

値も 、 専ら外面的な地位で評価してしまうという社会全体の意識に原因があると考えられ

ています。

こうした青少年や青少年を取り巻く現状を踏まえ 、 第23期静岡県青少年問題協議会では、

「青少年の規範意識を育てるために」をテーマに、その対策について協議することを決定

しました。協議会では、青少年が育むべき規範とはどういったものか、 大人の規範意識と

青少年の規範意識には「ずれ」があるのではないか、ルールやマナーという目に見える部

分の土台に目に見えない規範意識があり、 その意識を育むことが大切である等の意見が出

されました。

そして、青少年の生活意識や行動を調査し、青少年の規範意識低下の実態を明らかにす

ることの必要性が指摘され、また 、 保護者の規範意識も青少年の規範意識育成に大きな関

係があることから 、 保護者調査も併せて実施することになりました。

調査は、県下の小学校・中学校・高等学校、また、 幼稚園・保育所にも依頼し、青少年

の規範意識が培われ る過程での問題点や その背景にある社会環境や友人や保護者等 の人

間関係との関わりについて明らかにすることを主眼としました。調査票の作成や結果の分

析には、本協議会委員の馬居政幸静岡大学教授、山本伸晴常葉学園短期大学教授、松永由

弥子静岡県立大学短期大学部非常勤講師にお願いしました。また、静岡大学馬居研究室に

も多大な御協力をいただきました。

本書は、調査結果を抜粋 、 要約したものです。調査に御協力いただいた関係者の皆様に

深く感謝申し上げるとともに、青少年の規範意識を育み青少年健全育成を推進する一助と

して、関係の皆様に御活用いただければ幸いです。

平成13年3月

静岡県青少年問題協議会・静岡県教育委員会
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